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柏崎原発周辺海域
東
電
の
調
査
デ
ー
タ
を
分

析
し
た
の
は
、
岡
田
教
授
と

渡
辺
満
久

。
東
洋
大
教
授

盆

じ
＝
地
形
学
＝
。
と
も
に

２＋
一轟
国
、
見
抜
け
ず

設
置
申
請
時

東
京
電
力
が

一
九
七
九
―
八
五
年
に
柏
崎
刈
羽
原
発
の
周
辺
海
域
で
音
波
探
査
に
よ
る
断
層
調
査
を
実
施
し
た
２
１
７
号
機
す
べ
て
の

設
置
許
可
申
請
で
、
大
き
な
地
震
が
起
こ
り
得
る

「逆
断
層
」
を
、
比
較
的
小
さ
な
地
震
を
起
こ
す
と
さ
れ
る

「正
断
層
」
と
誤

っ
て
評

価
し
て
い
た
こ
と
が
四
日
、
日
本
活
断
層
学
会
会
長
を
務
め
る
岡
田
篤
正

・
立
命
館
大
教
授
貧
こ
ら
の
分
析
で
明
ら
か
に
な

っ
た
っ
東
電

も
こ
の
ミ
ス
を
認
め
て
い
る
。
国
の
安
全
審
査
も
誤
り
を
見
逃
し
て
お
り
、
審
査
体
制
の
ず
さ
ん
さ
が
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
。

「
本
県
沖
な
ど
日
本
海
東
縁

で
起
こ
る
地
震
が
す
べ
て
逆

断
層
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
調
査
当
時
で
も
常
識
だ

っ
た
」
と
話
し
、
重
大
な
初

歩
的
ミ

ス
と
指
摘
し

て
い

る
。こ

れ
に
対
し
、
東
電
も
「
デ

ー
タ
の
読
み
取
り
方
の
問
題

と
考
え
ら
れ
る
。
今
な
ら
１

逆断層

轟嚢董3晰
２
０
％
逆
断
層
だ
」
と
し
て

一題
も
含
め
耐
震
安
全
性
に
か

い
る
。
東
電
は
三
〇
〇
三
年
、
一
か
わ
る
海
底
断
層
の
当
時
の

申
請
当
時
に
活
動
性
を
認
め

一評
価
が
根
底
か
ら
崩
れ
た
格

て
い
な
か

っ
た
断
層
を
活
断

一好
だ
。

層
の
可
能
性
が
高
い
と
評
価

一　

東
電
は
２
１
７
号
機
の
申

を
覆
し
て
お
り
、
今
回
の
間

墓
鵡
当
時
、
周
辺
海
域
に
四
本

”

軋
貯
野
は
訂

層

∠

ｒ
　

一　

傾
斜
し
た
断
層
面
を
境
に
、
上
側
に

断

一イ
二
　
一の
る
基
≡示
ｆ
墨
ら
う

ワヽ
」

一Ｌ

一
一″
ア
一　
、ア
こ
ｔ
ｔ
Ｃ
ギ
三
好
≧
竃
一モ
」、
せ

じ
上
が

っ
た
も
の
が
逆
断
琶
一と
手
〓

層
に
、
両
側
か
ら
圧
縮
す
る
力
が
か

か
る
と
逆
断
層
に
な
り
や
す
い
。
中

越
沖
地
震
の

震
源
と
な

っ
た
柏
崎

■
司
辺
は
、
地
ヽ
つ
鳶
造

二
、
三
箱

（
・ノ一一́
ギ́
，ヽヽ
一゙
＾́
一
三
こ
一し
、　一て生』三バヤ　）

こヽ
，
ご
Ｌ
一一ガ
メ
ン
一麺
≡
一
Ｆ
）を二
多ぎ

ょ
く
と

構
造
が
広
く
分
有
し
て
い

川〕「　物婆ぽ鋤靡加厳銭江輌制とへ醐断っ

の
断
層
＝
図
参
照
＝
が
あ
る

と
し
、
う
ち
Ｆ
Ｉ
Ｃ
を
活
断

層
と
評
価
。
い
ず
れ
の
形
態

も

「正
断
層
」
と
し
て
い
た
。

し
か
し
両
教
授
だ
け
で
な
く

ほ
か
の
専
門
家
も

「
日
本
付

近
で
は
正
断
層
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
」
と
強
調
。
日

本
海
東
縁
の
海
底
は
、
二
つ

の
方
向
か
ら
力
が
か
か
る
こ

と
で
地
層
が
せ
り
上
が

っ
て

ず
れ
、
大
地
震
を
起
こ
す
恐

れ
が
あ
る

「逆
断
層
地
帯
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
東
電
は
海
底

調
査
を
し
な
か

っ
た
１
号
機

を
除
き
、
八

一
年
の
２
、
５

号
機
の
申
請
時
に
断
層
四
本

の
形
態
を

「正
断
層
」
と
誤

評
価
。
続
く
八
五
年
の
３
、

４
号
機
、
八
八
年
の
６
、
７

号
機
の
申
請
で
も
ミ
ス
を
繰

り
返
し
、
国
の
安
全
審
査
も

=る

見
逃
し
続
け
て
い
た
。

両
教
授
に
よ
る
と
、
逆
断

層
に
比
べ
、
地
下
に
向
か

っ

て
断
層
が
ず
れ
る
正
断
層
が

引
き
起
こ
す
地
震
規
模
は
あ

ま
り
大
き
く
な
い
と
い
う
。

岡
田
教
授
は

「
音
波
探
査

の
デ
ー
タ
を
日一″一

１
万
剛
円
ヽ

大
一
発
（
た
一
¨
一

首
福
田
康
夫
一

官
邸
で
の
年
一

ど
で
、
今
月
一

の
通
常
国
会
一

を
見
送
る
老

た
〓
参
院
で
）

占
め
る
二
組
ヽ

新
年
最
初
の
取
引
で
あ
る

大
発
会
を
迎
え
た
四
日
午
前

の
東
京
株
式
市
場
は
、
原
油

高
や
米
景
気
の
後
退
懸
念
を

嫌
気
し
て
急
落
し
た
。
日
経

平
均
株
価

（
２
２
５
種
）
の

終
値
は
、
前
年
末
比
六

一
六

円
三
七
銭
安
の

一
万
四
六
九

一
円
四

一
銭
と

一
万
五
〇
〇

〇
円
を
下
回

っ
た
。
前
年
の

最
安
値
２

万
四
八
三
七
円
）

を
ミ

〓

っ
て
、
二
３
３
六
年

七
〓
以
云
、
一蓄
．
一
三
半
ぶ
り

（
）
壇
）／・、治ｆ
″）一一
っ
一
一
．　ヽ

いＪ

幅
は

一
時
七
六
五
円
ま
で
拡
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「
一
番
問
題
な
の
は
四
本
の

断
層
を
正
断
層
と
書
い
て
い
る

こ
と
だ
」
。
東
京
電
力
柏
崎
刈

羽
原
発
の
増
設
に
伴
う
設
置
許

可
申
請
で
繰
り
返
さ
れ
た
初
歩

的
な
ミ
ス
。
誤
り
を
見
破

っ
た

日
本
活
断
層
学
会
会
長
で
立
命

館
大
教
授

の
岡
田
篤
正

侯
こ

は
、
語
気
を
強
め
た

）^

本
県
沖
を
含
む
日
本
海
東
縁

で
は
、
逆
断
層
が
震
源
と
な

っ

た
大
規
模
な
地
震
が
た
び
た
び

発
生
。
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド

（
Ｍ
）

７

・
５
を
記
録
し
た

一
九
六
四

年
の
新
潟
地
震
や
、
Ｍ
７

・
７

だ

っ
た
八
三
年
の
日
本
海
中
部

地
震
が
代
表
例
と
い
え
る
。
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